
平成２５年（２０１３年）１１月３日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

一般質問

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
平
成 

　

年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
生
活
保

２５護
基
準
の
引
き
下
げ
の
内
容
は
。

　

渦
市
と
し
て
の
対
応
と
支
援
策
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
ま
で
に
平
均

２７

で
６
・
５
％
、
最
大
で　

％
の
引
き

１０

下
げ
を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
、
本
年

度
は
８
月
か
ら
平
均
で
２
・
２
％
程

度
の
引
き
下
げ
を
行
う
と
と
も
に
、

期
末
一
時
扶
助
費
等
の
変
更
や
就
労

活
動
促
進
費
の
新
設
を
行
っ
た
。

　

渦
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
は
７
月

発
行
の
福
祉
だ
よ
り
に
生
活
保
護
制

度
の
見
直
し
の
お
知
ら
せ
を
同
封
し

て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
受
給
者
か

ら
の
相
談
に
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

丁
寧
な
説
明
と
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
へ
の
見
解
は
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
を
開
設

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

へ

の

対

応

に

つ

い

て

地
域
の
高
齢
者
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ロ
ン
を
創
出
で
き
な
い
か

環 境
下水道

都市
　整備

す
る
団
体
を
支
援
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
地
域
活
動
の
担
い
手
を
育

む
場
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
、
元

気
高
齢
者
等
の
地
域
の
人
の
経
験
や

能
力
を
地
域
活
動
に
積
極
的
に
引
き

出
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
地
域
社
会

づ
く
り
に
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
市
民
活
動
支
援
公
募
事
業
等
の

支
援
事
業
や
都
等
の
補
助
制
度
等
の

情
報
提
供
で
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
に
は
市
民
活
動
支
援

公
募
事
業
を
活
用
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ロ
ン
を
開
設
し
た
団
体
が
あ
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
小 

平
市
医
師
会
と
の
連
携
の
現
状
は
。

　

渦
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　

臼
認
知
症
の
早
期
発
見
・
予

防
を
図
る
た
め
、
物
忘
れ
相
談
医
を

小
平
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
広
報

す
る
な
ど
、
認
知
症
の
気
づ
き
の
段

階
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
相
談
や
専

門
医
の
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

　

渦
市
内
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

平
成　

年
６
月　

日
現
在
、
２
千
２

２５

３０

百　

人
で
あ
る
。
地
域
包
括
支
援
セ

４６
ン
タ
ー
を
中
心
に
家
族
介
護
教
室
等

の
中
で
養
成
講
座
を
開
催
し
て
き
た

が
、
今
後
さ
ら
に
各
団
体
へ
働
き
か

け
な
が
ら
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

市
は
自 

宅
で
み
と
る
体
制
の
整
備
に
資
す
る

施
策
を
実
施
し
て
い
る
か
。

市
長　

介
護
・
医
療
連
携
推
進
事
業

の
取
り
組
み
と
し
て
、
在
宅
で
の
医

療
や
介
護
を
確
保
す
る
た
め
の
関
係

機
関
相
互
の
相
談
調
整
を
行
う
在
宅

医
療
連
携
調
整
窓
口
を
小
平
市
医
師

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

向
け
て
対
策
の
充
実
を

自
宅
で
み
と
る
体
制
の
整
備
を

進

め

る

べ

き

で

あ

る

会
に
設
置
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
在

宅
医
療
で
の
対
応
と
が
効
果
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、
末
期
が
ん
患
者
の
退
院

後
の
ベ
ッ
ド
は
、
介
護
保
険
制
度
の

中
で
届
け
出
に
よ
り
認
定
前
か
ら
利

用
可
能
と
な
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

要
支 

援
者
へ
の
介
護
予
防
給
付
が
介
護
保

険
制
度
か
ら
総
合
支
援
事
業
に
移
行

す
る
が
、
今
後
の
市
の
方
針
は
。

市
長　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
の
報
告
書
で
は
、
要
支
援
者
に
対

す
る
介
護
予
防
給
付
に
つ
い
て
、
市

町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
柔
軟

か
つ
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で

き
る
よ
う
新
た
な
地
域
包
括
推
進
事

業
と
し
て
段
階
的
に
移
行
さ
せ
て
い

く
べ
き
と
し
て
い
る
。
一
方
、
具
体

的
な
内
容
は
今
後
の
社
会
保
障
審
議

会
等
で
議
論
さ
れ
る
予
定
の
た
め
詳

細
は
把
握
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
今
後
の
議
論
を
注
視
し

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

２
０
１
５
年
度
介
護
保
険
改
定
に

ど

う

立

ち

向

か

う

か

福
祉

る
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
資
源
を
有
効
利

用
し
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
確
保
す

る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
イ
ベ
ン

２５

ト
で
の
小
型
家
電
製
品
の
回
収
を
開

始
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進

し
て
い
く
。

　

渦
ご
み
の
混
入
や
電
池
の
漏
液
等

へ
の
対
策
も
必
要
な
た
め
、
当
面
は

イ
ベ
ン
ト
等
で
の
対
面
の
回
収
を
実

施
し
な
が
ら
、
安
全
な
回
収
方
法
に

つ
い
て
ボ
ッ
ク
ス
回
収
も
含
め
今
後

検
討
し
て
い
く
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
ご
み 

収
集
無
料
を
堅
持
す
る
の
か
。

　

渦
東
大
和
市
の
廃
棄
物
収
集
の
有

料
化
が
小
平
市
に
与
え
る
影
響
は
。

市
長　

臼
家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
、

実
施
に
係
る
条
件
整
備
が
必
要
な
た

め
当
面
は
考
え
て
い
な
い
が
、
現
在

策
定
を
進
め
て
い
る
新
し
い
ご
み
処

理
基
本
計
画
の
中
で
整
理
し
て
い
く
。

　

渦
直
接
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る

が
、
東
大
和
市
の
ご
み
の
量
が
有
料

化
に
よ
り
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る

た
め
、
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
及
び
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
の
小
平
市
分
の
負
担
金
が
相
対
的

に
増
加
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

ご
み
収
集
無
料
は
い
か
な
る
障
壁
が

あ
っ
て
も
現
時
点
で
は
堅
持
す
べ
き

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

保
育
園 

や
児
童
館
等
の
小
さ
い
子
ど
も
が
利

用
す
る
施
設
に
お
け
る
化
学
物
質
を

減
ら
す
工
夫
は
。
ま
た
、
新
設
の
施

設
で
は
一
定
期
間
、
定
期
的
な
化
学

物
質
の
濃
度
調
査
と
市
民
へ
の
周
知

が
必
要
で
は
。

市
長　

施
設
の
設
計
で
は
化
学
物
質

の
放
散
量
が
少
な
い
内
部
材
料
を
選

定
し
、
工
事
の
最
終
段
階
に
行
う
化

学
物
質
の
濃
度
測
定
で
国
が
定
め
る

指
針
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
新
設
施
設
で
の
定
期
的
な

調
査
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
認
可

保
育
園
の
新
設
に
当
た
っ
て
は
化
学

物
質
の
濃
度
測
定
を
実
施
し
、
保
護

者
に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市
内 

の
犬
の
登
録
数
は
。

　

渦
犬
鑑
札
と
予
防
接
種
の
注
射
済

票
の
着
用
率
は
。
ま
た
、
犬
鑑
札
の

デ
ザ
イ
ン
変
更
後
の
着
用
率
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
末
現
在
で
、

２４

８
千
３
百　

頭
で
あ
る
。

５４

　

渦
市
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

平
成　

年
度
の
都
の
調
査
で
は
、
飼

２３

育
犬
の
犬
鑑
札
の
着
用
率
は　

・
９

３３

未
然
防
止
の
視
点
で
地
域
か
ら

化
学
物
質
を
減
ら
す
取
り
組
み
を

愛
犬
と
豊
か
な
時
間
を

過

ご

す

た

め

に

ー
ン
の
設
置
等
を
行
っ
て
き
た
。
今

年
度
に
は
学
園
野
鳥
公
園
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
予
定
し
て
お
り
、
お
お
む

ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　

渦
歩
道
の
段
差
改
良
と
し
て
平
成

　

年
度
に
小
平
駅
南
口
交
差
点
か
ら

１６緑
川
通
り
ま
で
を
整
備
し
、　

年
度

２３

は
小
平
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
整

備
を
行
っ
た
。
残
り
の
区
間
は
、　
２５

年
度
か
ら
２
年
間
で
歩
道
の
段
差
改

良
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
細
谷　

正
議
員
（
共
産
）　

臼
府
中 

街
道
の
整
備
状
況
は
。

　

渦
中
宿
通
り
の
東
側
は
歩
道
と
車

道
の
境
界
線
が
不
鮮
明
だ
が
改
善
は
。

市
長　

臼
小
川
駅
東
口
交
差
点
付
近

か
ら
東
村
山
市
境
の
八
坂
交
差
点
ま

で
の
区
間
で
、
平
成　

年
度
ま
で
の

２６

予
定
で
都
に
よ
る
小
平
都
市
計
画
道

路
３
・
２
・
８
号
線
の
街
路
築
造
と

鉄
道
高
架
整
備
が
進
ん
で
い
る
。　
２５

年
度
は
４
車
線
化
の
工
事
と
歩
道
部

分
の
電
線
共
同
溝
設
置
工
事
を
行
う

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
今
年
度
、
西
武
線
か
ら
府
中
街

道
ま
で
の
間
で
車
道
舗
装
を
打
ち
か

え
る
際
、
路
側
帯
の
白
線
及
び
カ
ラ

ー
塗
装
を
再
標
示
し
改
善
す
る
。

小
川
駅
の
周
辺
環
境
と

今
後
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
完
成 

ま
で
の
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

渦
玉
川
上
水
通
り
と
の
交
差
点
及

び
十
二
小
通
り
と
の
交
差
点
の
安
全

対
策
は
。

市
長　

臼
上
水
新
町
一
丁
目
区
間
は

平
成　

年
度
に
は
玉
川
上
水
へ
の
架

２６

橋
工
事
を
完
了
し
、
そ
の
後
に
道
路

築
造
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。
十
二

小
に
隣
接
す
る
小
川
町
一
丁
目
区
間

は
平
成　

年
度
ま
で
の
計
画
で
事
業

２７

を
進
め
て
い
る
。

　

渦
交
通
管
理
者
と
協
議
し
、
玉
川

上
水
通
り
に
は
信
号
機
と
横
断
歩
道

の
設
置
、
十
二
小
通
り
は
交
差
部
を

直
角
に
改
良
し
横
断
歩
道
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
歩
行
者
等
を
中
心
と

し
た
安
全
対
策
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
２３

線
の
整
備
と
周
辺
の
安
全
対
策
を

 
 

【
医
療
・
健
康
】

○
重
い
医
療
費
負
担
と
小
平
の
救
急

医
療
体
制
に
つ
い
て

【
都
市
整
備
】

○
府
中
街
道
と
西
武
拝
島
線
立
体
交

差
付
近
の
車
線
減
少
に
つ
い
て

o
o

o
o
o
o
o
o
o

掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目

滑
新
し
く
開
設
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ロ
ン
の
様
子

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
循
環 

型
社
会
の
推
進
の
た
め
市
は
ど
の
よ

う
な
方
向
を
目
指
す
の
か
。

　

渦
回
収
ボ
ッ
ク
ス
方
式
で
の
個
人

情
報
漏
え
い
対
策
は
検
討
さ
れ
た
か
。

市
長　

臼
小
型
家
電
製
品
に
含
ま
れ

循
環
型
社
会
の
推
進
の
た
め

使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
を
進
め
よ

滑
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　
２３

号
線
と
十
二
小
通
り
の
交
差
点

滑
犬
型
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
た
犬
鑑
札

％
、
注
射
済
票
は　

・
５
％
と
な
っ

２０

て
い
る
。　

年
度
に
犬
鑑
札
の
デ
ザ

２２

イ
ン
を
犬
型
に
変
更
し
、
犬
の
登
録

に
来
た
人
か
ら
は
親
し
み
や
す
い
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
た
な
ど
好
評
だ
が
、

着
用
率
が
向
上
し
た
か
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
日 

常
生
活
で
生
じ
る
音
に
対
す
る
苦
情

の
把
握
と
そ
の
解
決
方
法
は
。

　

渦
国
分
寺
市
の
生
活
音
ト
ラ
ブ
ル

防
止
条
例
の
評
価
と
認
識
は
。

市
長　

臼
深
夜
の
話
し
声
に
よ
る
騒

音
や
洗
濯
機
等
に
よ
る
振
動
等
の
苦

情
が
あ
る
が
、
行
政
に
よ
る
規
制
や

指
導
で
な
く
、
相
互
の
理
解
と
協
力

に
よ
る
解
決
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

　

渦
生
活
音
を
出
す
人
で
は
な
く
、

そ
れ
に
対
し
て
た
び
重
な
る
迷
惑
行

為
を
し
た
人
に
対
し
市
が
迷
惑
行
為

を
し
な
い
よ
う
要
請
し
た
り
、
警
察

等
に
事
実
関
係
の
連
絡
を
行
う
な
ど

紛
争
解
決
に
向
け
た
橋
渡
し
を
す
る

目
的
の
条
例
で
、
全
国
的
に
も
大
変

珍
し
い
条
例
と
認
識
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
生
活
音
ト
ラ
ブ
ル

条

例

に

つ

い

て

 
小
野
こ
う
い
ち
議
員（
政
和
）　

臼
あ 

か
し
あ
通
り
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
化
基

本
計
画
の
事
業
の
進
捗
は
。

　

渦
歩
道
や
施
設
の
改
修
の
進
捗
は
。

市
長　

臼
小
平
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー

植
栽
部
の
花
壇
化
や
自
転
車
専
用
レ

あ
か
し
あ
通
り
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
化

基
本
計
画
の
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

葛
こ
だ
い
ら
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
製
品

葛
あ
か
し
あ
通
り
の
自
転
車
専
用
レ
ー
ン


